




















が多い。絹は全繊維需要量の 0.16 ～ 0.25％で、2014 年には 0.17％と少ないが、絹の需要
量は、2008 ～ 2014 年では、ほぼ同程度の量である。図 2 は国内における織物の生産量を
示している。織物の生産量は化学繊維織物と天然繊維織物を合計して 1970 年をピークに、
2009 年にはピーク時の 13.8％となったが、その後、ほぼ同程度の生産量を維持している。
図 3 に国内における天然繊維織物の生産量を示す。絹織物の生産量は 1980 年には 151,889
千平方メートル､ 2005 年には 20,417 千平方メートルであったが、2014 年には 2,734 千平













れぞれ交互に織った一越縮緬、2 本ずつそれぞれ交互に織ったニ越縮緬、4 本交互、6 本交互、
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